
 

 

 
 
 

 新潟県では、今年度も「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、「授業づくり」と「指導

と評価の一体化」を２つの柱として児童生徒の学びの向上を進めています。 

さて、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善のさらなる推進に向け、今年度

から「Web 診断問題」が大きく変わります。今号では、その変更点と実施方法等について紹介し

ます。中学校では第１回配信、小学校では第２回配信に向けて確認と準備を進めてください。 

 

 

 

 大きく変わるのは実施方法です。「１校時の中で問題の実施と児童生徒との振り返り、自己採

点の両方を行う」授業形式に変わります。 

授業の前半は児童生徒が診断問題に取り組む様子を観察し、解答状況から後半の進め方を構想

します。授業の後半は児童生徒と話し合いながら、振り返る問題を選び、選んだ問題で「ベスト

アンサー作り」「間違いやすい問題の特徴まとめ」「分かりやすい解説作り」などの活動や自己

採点を行います。 
 

 

 

振り返りの時間を工夫することによって、児童生徒は分からなかった問題

が分かるまで、仲間と共に粘り強く取り組むことができます。また、仲間と

話し合う中で新しい考えや方法に気付き、自分の考えをより深めていくこと

ができます。実際に先行実践を行った協力校では、意欲的に学ぶ児童生徒の

姿が多く見られました。さらに、協働的な学びを生み出す問題による授業の

流れを先生方に体験してもらい、その後の授業改善につなげてもらうことも

ねらいとしています。 

これらを通し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を目指します。 

「問題の実施に時間がかかるのだから、１校時で振り返りまでできるわけがない」と思われた

かもしれませんが、それを可能にする変更点を次ページで紹介します。 

Learning View

「Web 診断問題」が大きく変わります！ 

～変更点と実施方法について確認しましょう～ 
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◆何が改善されるの？◆ 

 

◆どのように変わるの？◆ 

 



 

 
問題の量が半分以下に大きく減り、実施時間も半分になります。採点は児童生徒の自己採点が

基本（結果入力前の点検は必要）です。学校全体で実施時間をそろえる必要はありません。この

ように、問題の実施から振り返りまでを１校時で行えるようなパッケージとなっています。 

また、配信回数が２回増え５回になり、授業改善の糸口が見つかるよう授業改善サポート動画

を年２回配信します。 

 

 

 

 

【令和３年度 全国学力・学習状況調査の結果から】 
 令和元年度から全

国学力・学習状況調

査が「知識と活用を

一体的に問う形式」

に変わりました。そ

こで、Web 診断問題

も令和元年から同じ形式に変更し、実施学年や問題量、回数等を見直して実施してきました。し

かし、令和３年度の全国学調の結果から、「思考力・判断力・表現力」の育成が引き続き課題で

あり、さらなる改善が必要であることが分かってきたのです。 

 

【検証協力校での取組や寄せられた現場の声から】 
 また、変更となっ

た Web 診断問題に対

し、検証協力校での

取組や寄せられた現

場の声から左図のよ

うな課題が見えてき

ました。これらの課

題に対する改善策と

して、児童生徒にも

先生方にも役立つ Web 配信集計システムとなるよう実施方法が変更になったのです。 

 

 今回紹介した、Web 診断問題についての変更点が「Web 診断問題研修ポータルサイト」（県立

教育センター）に詳しく掲載されていますので参照してみてください。Tea Room のトップペー

ジのバナーまたは右の QR コードからアク 

セス可能です。また、上越教育事務所か 

らも、いつでも説明に伺います。ぜひ要

請ください。 

次号では、振り返り時間の持ち方、自

己採点の方法等の詳細について、お伝え

する予定です 

◆どうして変わったの？（変更の背景）◆ 

 

◆実施上の変更点◆ 

 
「推奨」とあ

りますが、問

題実施から振

り返りまでを

１校時で行う

パッケージに

ぜひ取り組ん

でください！ 


